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市民の皆様へ

　本宮市では、令和元年東日本台風（台風第１９号）において、７名の尊い命が失われ、住家、事業所など1,400棟を超える浸水被
害が発生しました。さらに、令和３年２月には、東日本大震災（平成２３年３月）を思い出させるような福島県沖地震が発生し、台風災
害から復興を進めていた本市にも大きな被害をもたらしました。
　近年では、全国各地で、甚大な被害をもたらす自然災害が、毎年のように発生していることから、災害は起こりうるものととらえ、対
応していかなければなりません。
　災害から命を守り、被害をできるだけ少なくするためには、市や消防署、警察署などの「公助」だけでなく、市民の皆さま一人ひとり
が自ら取り組む「自助」と地域住民がお互い助け合いながら取り組む「共助」が非常に重要になります。
　いつ、どこで起こるかわからない災害に適時適切に対応するためには、まず自宅や勤め先などで想定される災害リスクを知り、そ
れに備えておく必要があります。
　この度、本市で想定される洪水や土砂災害、ため池や火山による災害をはじめ、様 な々防災情報などを取りまとめた「本宮市防災
マップ」を作成いたしました。

　この防災マップで災害のリスクを把握し、日頃から、自分
の家などの安全対策や災害時に出される防災気象情報の
収集方法などを理解しておきましょう。
　そして、災害の発生を想定しながら、“自分にあった”避難
行動「マイ避難」をはじめ、時間の経過に応じた自らの防災
行動「マイ・タイムライン」を考えるなど、いざというとき慌て
ずに行動を起こせるよう、平時から家族や地域の皆さんで
いっしょに話し合いながら、災害への備えを進めていただき
たいと思います。
　一人ひとりの備えはもちろん、地域の皆さんで助け合うこ
とが、自分の命、大切な人の命を守ることにつながります。

 令和４年　本宮市

～自分の生命は自分で守る～
◆自宅の耐震化や家具類の

転倒防止対策等
◆災害情報の収集

◆食料・飲料等の備蓄

自助
～地域の皆さんで互いに助け合う～

◆自主防災組織
◆防災訓練への参加

◆地域に住む要配慮者への支援

共助

≪行政機関の活動≫
◆備蓄品の整備、管理
◆人命救助、復旧、復興
◆自助・共助への支援

公助

みんなで取り組む
災害に強い
まちづくり

『防災は、一人ひとりの備えと助け合い』
大雨や強風は、わたしたちに何度も大きな災害をもたらしています。
ふだんから気象情報に十分注意し、避難の際もみんなで協力しましょう。

大雨情報をキャッチ！
こんなときのわが家の安全対策

大雨注意報・警報の
発表基準 大雨によって災害が起こる

おそれがあると予測される場合

大雨注意報
大雨によって重大な災害が起こる
おそれがあると予測される場合

大雨警報

雨の強さと降り方
10以上～20未満

雨の音で話し声がよく聞
き取れない。

20以上～30未満

ワイパーを速くしても見づ
らい。側溝や下水、小さな
川があふれる。

山崩れ、がけ崩れが起きや
すくなり危険地帯では避
難の準備が必要

マンホールから水が噴出す
る。土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。

雨による大規模な災害の
発生する恐れが強く、厳重
な警戒が必要

30以上～50未満 50以上～80未満 80以上～

風の強さと吹き方
10以上～15未満

風に向かって歩きにくくなる。
傘がさせない。

15以上～20未満

風に向かって歩けない。
転倒する人もいる。

20以上～30未満

何かにつかまっていないと立っ
ていられない。飛来物によって負
傷するおそれがある。

30以上～

やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

やや強い風 強い風 非常に強い風 猛烈な風
立っていられない。
屋外での行動は危険
樹木が根こそぎ倒れはじめる。

竜巻から身を守る

集中豪雨
集中豪雨は、限られた地域に、突発的に短時間に集中して降る豪雨で、梅雨の終わりごろによく発生します。
発生の予測は困難で、中小河川の氾濫、土砂崩れ、がけ崩れなどによる大きな被害をもたらすことがありますので、
気象情報に十分注意し、万全の対策をとることが必要です。
●テレビ・ラジオなどの気象情報に注意する。
●市や防災関係機関の広報をよく聞いておく。
●停電に備え懐中電灯や携帯ラジオを用意する。
●非常時持出品を準備しておく。

●早く帰宅し、家族と連絡を取り、非常時に備える。
●飲料水や食料を数日分確保しておく。
●浸水に備えて家財道具は高い場所へ移動する。
●危険な地域では、いつでも避難できるよう準備をする。

（1時間雨量：mm）

（平均風速：m／秒）

アンダーパスとは､道路や鉄道など立体交差する場合､その下を通る地下道をいいます｡大雨･洪水などにより､アンダーパスの道路は真っ先に浸水して
しまいます(普通車の場合､約30cmの浸水で走行が困難)｡アンダーパスのある場所では､無理せずに迂回しましょう｡
本宮市には、アンダーパス（地下道）が複数あります。事前に地図で確認しておきましょう。地図には　　このようなマークで表示しています

地下道（アンダーパス）に注意！

風水害対策

気象情報

出典：気象庁リーフレット「竜巻から身を守ろう！～自ら身を守るために～」
(http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tatsumaki201408/index.html)
を一部抜粋して作成しています。

竜巻の発生・接近を確認した時の退避行動
屋内の退避行動 屋外の退避行動

─大雨や雷に遭う可能性も高いので、早めに退避！
─人が集まる屋外行事、テントの使用、高所・クレーン・
足場等での作業をしている場合は、早めに避難！

屋内に退避する。

雨戸、窓、
カーテンを
閉める。

窓からはなれる。
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